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MTをパワーアップする
プラグインを使う

前回紹介したテンプレートタグは、

Movable Type（以下MT）が提供する、あ

くまでレイアウトやコンテンツデザインを

行うためのもので、それ以上のことはでき

ない。しかし、MT用に提供されているさ

まざまなプラグインをインストールすれば
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さらにカスタマイズ、もっと便利に、より広く

Movable Typeを使って情報配信サイトを作る5
MTの上級テクニックとサイトを広めるTIPS
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新しい機能を追加できる。

多くの作者によって作られたさまざまな

プラグインがインターネット上で配布され

ているが、それらを統合的に紹介する「MT

プラグインディレクトリー」（MT PLUGIN

DIRECTORY、図1）を使うのが便利だ。

すでに数十のプラグインが登録されてお

り、頻繁に新しいプラグインが追加されて

いるので早速アクセスしてみよう。

トップページ左側にある「BROWSE

図1 MT PLUGIN DIRECTORY

Movable Typeの紹介は今回で最終

回。締めにふさわしいとっておきのラクラ

クテクニックを紹介したいと思う。

もちろん前回紹介したテンプレートを中

心としたカスタマイズを極めれば、一目見

ただけではMovable Typeのサイトだ

とはわからないぐらいカスタマイズはで

きる。しかしテンプレートタグとそのテク

ニックを解説していけばそれだけで1冊の

本になってしまうので、限られた誌面では

紹介しきれない。それよりも、Movable

Typeを扱う最終回として、「より効率よ

くエントリーし、かつblogの情報を広め

る」というテーマで、機能を拡張するプラ

グインや、blogをより魅力的なものにす

るASPサービス、操作性を高めるアプリ

ケーションを紹介していく。今回はいろい

ろなものを紹介したいため、具体的なハ

ウツーの手順は省略する。興味を持った

ら自分でいろいろと試してみてほしい。

MTのプラグインが各種集まっている

サイトはココ。英語だけなのが残念

だが、MTを便利にするプラグインが

そろっている。

http://mt-plugins.org/
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PLUGINS」にあるCategory、Author、

Dateの各ボタンをクリックすれば、それぞ

れの切り口でプラグインを探せる。一番ポ

ピュラーなのが「Category」だろう。

Categoryをクリックすれば、用途別に表1

のようなカテゴリーのプラグインがリスト

アップされる。プラグイン名をクリックして、

詳細ページ（図2）から「Link」をクリックす

れば入手できるサイトに移動できる。イン

ストールは、MTのディレクトリーに

「plugins」というディレクトリーを作り、そこ

にプラグインファイルをコピーする。プラ

グインはそれぞれ独自に定義したテンプレ

ートタグで制御するので、使い方は各プラ

グインのドキュメントを参照してほしい。

プラグインで拡張できる機能は広範に

わたる。単に表示をカスタマイズするだけ

のものから、MTのシステム自体をチュー

ニングするものまである。たとえば、

「TopicIcon」のようにエントリーのタイトル

部分にカテゴリーのアイコンを表示させる

比較的簡単なものもあれば、エントリーを

登録するカテゴリーに階層を設けられる

「SubCategories」（図3）のような、システ

図2 MT PLUGIN DIRECTORYのダウンロードページ

サーバーにインストールしなくても使えるASP

型のプラグインもいくつか存在する。有名な

のが「The Weather Pixie」だ（図4）。これ

は天気予報を表示する画像提供サービスで、

多数用意されたアバター（キャラクター）ととも

にblogを彩ってくれる。登録サイトで天気予

報を表示する場所を登録後、生成される

HTMLコードを自分のblogに貼り付けるだけ

でいい。これらは特にblog用というわけでも

ないが、blogで使えるASP型サービスはこれ

以外にも多数存在する。

ASPをプラグインとして
利用する

MT PLUGIN DIRECTORYのサイトはわかりやすいとは言い難いが、いったん

慣れれば目的の情報にたどり着くのは難しくない。いろいろなプラグインをダウ

ンロードして試してみよう。

図3 SubCategoriesプラグインを使ったサイト

図4 ASPサービス「The Weather Pixie」

たとえばSubCategoriesプラ

グインを使うと、カテゴリーに

サブカテゴリーを設定できる

ので、階層化したカテゴリーリ

ストを作れる。

アバター（キャラクター）が天気を教えてくれるボックスを提

供してくれるサービスだ。

http://weatherpixie.com/index.php?htm=1

表1 MTプラグインディレクトリーのカテゴリー
addon MTにさまざまな機能を追加するプラグイン。blogの機能を拡張するものから、天気予報を

表示するものなどまでがある。

archive list エントリーのリストアップの仕方をカスタマイズするもの。

author blogに参加しているメンバーの情報を扱うものなど。

calender カレンダーの表示に関する機能拡張。

category archives カテゴリーにアイコンを付けるなどの表示やアーカイブに多様性をもたらすもの。

comment コメントにスレッドを設けるといった機能拡張。

data-based archives 年間アーカイブを作るなど、アーカイブ関連の機能拡張。

entry category カテゴリーページにヘッダーやフッターを付けるなどの機能拡張。

entry date エントリーの登録日をさまざまな方法で表現するものなど。

evaluation 投票機能を追加するなど。

general MTの機能そのものをカスタマイズしたり、新しい仕組みを追加したりするもの。

global attribute MTのシステムをカスタマイズするものなど。

individual archives エントリーの個別アーカイブに関する拡張機能など。

internal data テンプレート関連の機能を拡張するもの。

layout 長すぎるアーカイブページを分割するなどレイアウトデザインに関する機能拡張。

outputted text エントリー内のテキストにWikiフォーマットを利用するなど、テキストの表示に関する機能拡
張。

programming テンプレートにプログラミング的要素を盛り込む機能拡張など。

text formatting エントリー内のテキストにフォーマット要素を盛り込む追加機能。

trackback トラックバックを管理する機能拡張。
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た機能を持つBookmarkletのリンクが表

示されるので、そのリンクをブラウザーの

お気に入りやブックマークに登録する（図

6）。ページを表示している状態で

Bookmarkletを選択すると、即座にそのペ

ージに関連したエントリーの入力を開始で

きる。

ウィンドウズでIEを使っているなら、右

クリックメニューにBookmarkletの機能を

追加できる。この機能を使えばさらに記事

の投稿が楽になるはずだ（図7）。

管理をラクにする
Kung-Logで快適エントリー

ウェブページからコンテンツを更新・編

集できるのは手軽で便利だが、エントリー

専用アプリケーションを使えばもっと便利

にかつリッチな表現が可能になる。

Mac OS X専用の「Kung-Log」

は、電子メールソフトのようなインターフェ

イスで、blogのエントリーを作成できる便

利なソフトだ（図8）。MTと直接接続して、

最新のエントリーリストを取得してくれるだ

けでなく、すでに保存済みのエントリーを

呼び出して編集し直すことができる。

ムに深く入り込んだものもある。

「BlogTimes」は、エントリーがポストされ

た時間を24時間のタイムテーブル上に視

覚的に表現して、エントリーのポスト頻度

が一目でわかるGIF画像を生成できるが、

PerlのGDライブラリーがインストールされ

ている必要があり、共用サーバーなどでは

利用できないこともある。

このようにMTのプラグインには、MTの

システムだけでなくサーバーの機能を使う

など非常にパワフルなものもあるが、そう

いうものはそれだけインストールが難しく

なるので注意しておこう。とは言ってもイ

ンストールのためにプログラミングの知識

が必要かと言うとそうでもない。独自のサ

ーバーマシンを持っている人なら問題はな

いし、Perlのライブラリーなら比較的多く

のものがMTのextlibディレクトリーにイン

ストールすれば動作する。ホスティング会

社によっては頼めばインストールしてくれる

こともある。

毎日の入力をラクにする
Bookmarklet

blogと言えば、「本文＋他ページへのリ

ンク」という表現が定番だ。自分で入力し

た記事の流れを一本化して、関連情報は

リンクで済ましてしまうというスタイルに慣

れてくると、ほかのウェブサイトを見ている

際に、「このページに書かれている情報に

ついてのエントリーを作ろう」と思うことが

しばしばある。そんなblog創作意欲を支

援してくれるのがMTの「Bookmarklet」（ブ

ックマークレット）だ。

Bookmarkletは、クリック1つで表示し

ているウェブページへのリンクを作成し、

新しいエントリーのフォームに入力してく

れるもの。ウェブページのタイトルとリンク

が自動的に作られるのでHTMLコーディ

ングの手間なく、すぐに自分のアイデアや

意見を入力し始められる（図5）。

Bookmarkletを使うには、ログイン直後

のメニューにある「BOOKMARKLETの設

定」リンクをクリックする。まずは

Bookmarkletを使ってエントリーを投稿す

る際に入力する項目を設定する。普通の

エントリーを追加するには「Extended（追

記）」にチェックを入れるだけでOKだが、

すべてのチェックをONにすればあらゆる

要素を入力できるようになるので、初めか

らそうしておくのものいいだろう。後は

「CREATE」ボタンをクリックすれば設定し

Bookmarkletをクリックすると、開いているウェブページ

へのリンクのHTMLがあらかじめ入力された状態で記事

のポスト画面が表示される。このままエントリーを完成さ

せてポストすることが可能だ。単にこれだけの機能なの

だが、意外と使い勝手が大きく変わる。まさに“ブックマ

ーク”という感じでblogが使えるようになる印象だ。

図5 リンクが保存されたエントリーページ

メインメニューから「Bookmarklet」をクリック。「Post to MT

Weblog」というリンクをドラッグ＆ドロップでメニューバーの「リ

ンク」に設定する。「お気に入り」に直接登録するのもいい。

図6 リンクを保存するだけで設定完了

ドラッグ＆ドロップ

ウィンドウズでIEを

使っているなら、右

クリックで使える

Bookmarkletを設定

できる。Bookmarkletの設定ページで［「MT It!」をWindowsの

右クリックメニューに追加する］をクリックすると、レジストリエデ

ィターからのダイアログが開くので、これに「はい」と応えるだけ

で設定が完了する。ブラウザーを一度終了して再度起動すれば、

blogにポストしたいページで右クリックをすればこのようなメニュ

ーが表示され、「MT It!」が選択できるようになる。

図7 ウィンドウズの場合はもっと強力
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図8 Kung-Log 図9 Moblogの登録
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blogと完全に連動したアプリケーション。Kung-Log内に

書きかけのエントリーを保存しておくこともできる。

Create new accountのリンクからMoblog

のアカウントを作る。最初のページでは自

分のメールアドレスと、blogのURL、MTの

ユーザー名、パスワードを入力する。［next］

をクリックしてxmlrpc APIを判定できない

と表示される場合は、mt.cgiと同じディレク

トリーにあるmt-xmlrpc.cgiを指すURLを

［weblog xmlrpc url］に入力しよう。

また、画像ファイルのアップロードに関

する機能が充実しているのは特筆できる。

複数の画像ファイルをドラッグ＆ドロップ

で指定できるだけでなく、すべてのプロパ

ティーをGUIで設定できる。また、「サムネ

イル」機能というものがあって、アップロー

ドしたファイルの縮小イメージでボタンを

作成して、それをクリックすると大きな画像

をポップアップで表示するJavaScriptを

自動的に生成してくれるなど、より魅力的

なblogを作る支援をしてくれる。一度使っ

たら手放せなくなるだろう。残念ながらウ

ィンドウズで動作する同等のソフトは今の

ところないようだ。

携帯電話から記事を
投稿できるMoblog

携帯電話の普及率が一般電話を超えて

いる日本ならではの盛り上がりを見せてい

るのが「Moblog」（モブログ）である。日本

で最も使われているMoblogサービスは

「moblogメールゲートウェイ」 だろ

う。2002年12月31日に、ネオテニーの伊

藤穣一氏が、携帯電話などから写真のエ

ントリーをメールで受け付けてウェブペー

ジで一覧表示する日本初のMoblogイベ

ント「BLOG MISOKA」 を行った

のだが、その後、それを開発したネオテニ

ーの平田大治氏が実験的にMovable

Typeなどで使えるXML-RPCに対応させ、

携帯電話からblogにメールでポストできる

ASPサービスとしてスタートさせたのが

moblogメールゲートウェイだ。このサイト

でアカウントを作成して自分のblogの情報

を登録（図9）する。発行される専用のメ

ールアドレスに携帯電話で撮った写真付

きのエントリーをメールで送信すれば、自

動的に自分のblogにポストされる仕組み

だ。

Moblogを使ったblogへの情報供給は

「ナノジャーナリズム」と呼ばれるほどで、

リアルタイムに思ったことをエントリーとし

てポストできることに大きな価値をもたら

している。たとえば8月に起こった宮城県

北部地震の情報がMoblogで公開され

る などアクティビストの強力なアイ

テムに成長しつつある。moblogメールゲ

ートウェイは、メールであればどんな媒体

からでも受け付けられるので、携帯電話で

なくても、パソコンからデジカメ写真を貼

り付けたエントリーをポストしても使える。

blogのサイトにログインしたり、特別なア

プリケーションを立ち上げたりする必要が

ないため、これを標準の入力方法として使

っている人も多いようだ。

また、これは米国でのサービスだが、あ

る特定の留守番電話にメッセージを吹き

込むと、それが音声ファイルとしてblogの

エントリーに添付されてポストされる

「Audblog」 というサービスもある。

Kung-LogもMoblogもAudblogも、MT

が持つXML-RPCという、外部からMTの

機能を操作するインターフェイスを利用し

ている。こういったXMLによる高度なイ

ンターフェイスを使って機能が広がるのが、

blogのすばらしい点だと言えるだろう。

更新したらpingサイトに
自動通知

pingサイトというのは、blogの記事単位

での更新情報をまとめてあるサイトだ。MT

では、新しいエントリーが追加されるとそ

の情報をpingサイトに自動的に送れる。

これを「pingを打つ」と言う（トラックバッ

クのpingとはまた違うものだ）。pingサイ

トはたくさんのサイトから送られた更新情

報をウェブサイトで一覧表示したり、RSS

http://kung-foo.tv/
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という項目を設定できる（図11）。デフォル

トではblo.gsやweblogs.comが挙げられ

ており、複数のblogから最新エントリーを

収集し、統合的にそれを告知する広報サ

イトとして機能する。日本語のサイトなら

ば、下のフィールドにpingサイトのURLを

直接追加して使うことになるだろう。

今後、ホスティング会社などが大規模な

アクセスに耐えうるpingサイトを開発した

り、特定のテーマに限定したpingサイトが

登場したりすると考えられる。具体的な表

明はまだ行われていないが、いずれにせ

よ、今後のblog関連市場を創造する重要

なサービスだと理解しておこう。

自分のMTサイトを
広めるテクニック

blogツールであるMTだが、情報配信サ

イト構築ツールとして必要な機能を提供し

ていることはわかった。しかし、サイトをよ

り多くの人に見てもらうにはどうすればい

いのだろうか。

普通に考えると、SEO（検索サイトで自

分のサイトが上位に表示されるように、サ

イトを最適化する手法）の考え方をベース

にしたHTMLコーディングのテクニックを

使うという方法があるだろう。MTは静的

なHTMLを生成するので、MTサイトは検

索エンジン対策を考えるとよくできている

と言えるだろう。

しかもblogは、そもそもデータ構造が

検索エンジンのロボットと相性が良いだ

けでなく、blog間でリンクを張り合ったり、

トラックバックで互いの記事を紹介したり

するなどしてリンクを多く使う文化が定着

しており、リンクポピラリティー（リンクで

ページのランクが上がる仕組み）を獲得し

やすい。また、blog同士が協調することで

人の目に触れやすくなる、独自の構造を持

って動いていると言える。したがって、ま

ったく違う概念の成果の出やすい「アクセ

スアップテクニック」が存在するのである。

また、MTをCMSとして考えたとき、適

用範囲は制作だけにとどまらず、認知度向

上のためのblogの特徴作りや、更新作業

の効率化による更新頻度の改善など、普

通のホームページではできなかったことが

実現できるようになる。それらを整理して、

blogがより多くの人に触れられるような総

合戦略を考えてみてはどうだろうか。

筆 者 の blog「 METAMiX! maskin's

blog」は、200種類程度のキーワードで

を提供したりするいわゆる「メタサイト」と

なる。読者はpingサイトのウェブページや

RSSフィードリーダーでさまざまなblogの

更新情報をまとめてチェックできる。ping

サイトが提供するRSSを、自分のblogで

利用することもできるというわけだ。

自分のblogを広く知ってもらうには最も

重要な機能といえるのだが、意外と知られ

ておらず、日本で立ち上がっているものは

少ない。平田大治氏が実験的に運営する

pingサイト は、米国で有名な

Technoratiにpingの内容を転送する仕組

みを備えており、情報をさらに拡散させる

特徴を持っている。pingサイトの仕組みを

利用した日本初のblogポータルとして8月

18日に登場したのが、京都市のドリコムに

よる「Myblog japan」 である。

Myblogでは、独自のpingサイト を

設置して最新情報を受信できるようにする

とともに、blog専門のディレクトリーサー

ビスも用意した。

MTには、登録されたエントリーを告知

する機能が標準で搭載されている。blog

の編集メニューから「ウェブログの設定」を

開くと（図10）“Publicity”という項目があ

るのがわかるだろう。その部分を見ると

「ウェブログが更新されたときに通知する」

「Publicity/リモートインタ

ーフェイス/Trackback」と

いう項目がある。Publicity

は“広報”の意味。

図10 MTの編集メニューから「BLOGの設定」→「ウェブログの設定」を開いたところ 図12 Myblog japan

pingサイトはウェブログが

更新されたときにMTが

自動的に更新通知をす

るサイト。標準では

blo.gsやweblogs.com

が登録されているが、画

面のように新たに追加す

ることも可能だ。 8月18日にベータ版をリリースしたMyblog japanはディレクト

リー形式で情報をまとめているサイトだが、Movable Type

のping送信機能を使って記事の更新を通知できる。サイト

では最新記事一覧のRSSファイルなども入手できる。

図11 MTのPublicity機能でpingを設定する
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次号からは、パブリッシュ（情報配信）型

のblogとはちょっと変わって、コラボレー

ションソフト「Wiki」をテーマに、数回に分

けてその魅力やインストール、活用の仕方

についてお伝えしていく。

フリージャーナリスト 増田(maskin)真樹
Blog : metamix.com

MTサイトのアクセス向上テクニック

1．RSSフィードは必ず行う
RSSフィード（RSSテンプレートの用意）は必ず行う。バージョンはRSS 1.0

を中心にできるだけ多い方がいい。そもそもMTのデータはXMLという標

準仕様で作られており、それだけでもサーチエンジンのロボットと親和性が

高い。RSSファイルをフィードすることで、RSSリーダーという専用のアプリ

ケーションなどで閲覧されるだけでなく、他のサイトでその内容が表示され

るなど二次利用の可能性も出てくる。

2．pingサイトを活用する
blogの世界には、さまざまな

blogのエントリーを一括し、広く

普及させてくれるサイトが存在

する。解説したように、MTで設

定すれば複数のpingサイトに対

してエントリーの更新情報を伝

えることができる。

3．毎日更新する
記事を追加すればトップペー

ジだけでなくRSSも更新され、

pingサイトに告知される。毎

日更新すれば読者の信頼感を

向上させるだけでなく、RSS

リーダーユーザーへの告知に

もなる。

4．トラックバックを活用する
MTでは、文脈上関連のあるエントリーにトラックバックをかけることができ

る。相手のblogに自分の記事が表示されるようになり、関係のある情報で

あれば、それをたどってblogを訪れてくれる可能性も高い。この機能は関連

のあるテーマを取り扱うblogをコミュニティー化する特徴を持つ。またこの

リンクが、検索エンジンにおけるblogサイトの価値を高める1つの要因とな

る。ただ、MLに載せられるスパム広告のように、関係のないものをトラッ

クバックすると非難されてしまうので注意は必要だ。

5．短いリードを用意する
これはblogに限らずすべてのウェブサイト、さらには通常の紙の文書でも問

題になることだ。サイトに書く記事の特徴にもよるが、まず初めに「タイトル・

リード」があって、そこから「導入、詳細、分析、結論、考察」と流れていった

方が読者にとって入りやすい。
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Googleのトップ10以内にランクインされ

るようになっており、月間アクセスは15万

PV、ユニークユーザーは4万人を超えた。

このアクセスの30パーセントは検索エン

ジンからの誘導である。それ以外にも、

blogを適用した企業サイトで、1～2か月

で検索エンジンのトップにランクアップさ

れるケースが実際に多数存在しているの

である。

情報配信サイトと
blogの今後

このところのウェブ関連技術の動向は

まさにMTを中心としたblogにフォーカス

されている。blogは、ブームの一端である

風潮もあるのだが、その利便性やコミュニ

ケーション形成の面で、確実にインパクト

を与え続けている。また、情報サイトに

blogを適用することで、アクセスが著しく

増大するなど、結果としてblogがウェブ関

連マーケットに大きな影響を与えているこ

とが証明され始めている。

しかし、MT自体が英語であったり、日本

語のツールが少なかったりという現状があ

り、これ以上の普及を考えるとこういった

部分が障壁となってくる懸念もある。また、

RSSは徐々に普及してきているがまだ完

全に認知されたとは言い難い。またping

サイトやXML-RPC対応のツールも少ない

ことは、今後のblogやウェブサービスの発

展には課題となるだろう。

5回にわたってblog構築システムである

MTを、インストールから活用まで紹介して

きたが、初心者からベテランユーザーまで

を対象にblogの魅力や可能性を伝えられ

たのではないかと思う。

MTを使えばCMSとして管理運営効率

が向上するだけでなく、MTがXMLを標準

データ構造として取り上げている事実を

核に、XMLベースのウェブマーケティング

や、今後さまざまなウェブサイトに適用で

きるといった可能性を感じて頂けたならば

幸いである。

特に「XML-RPC」「RSS」「pingサイト」

「メタサイト」、これらの4つのキーワードが

今後さらに価値を帯びてくる可能性が高

い。これらの要素がどこまで発展して多様

なサービスを提供するかがウェブサービス

の試金石になるだろう。すでにblog以外

のCMSでの導入も進んでおり、そのスピ

ードは日々加速するばかりだということを

お伝えしておく。

MT PLUGIN DIRECTORY
http://mt-plugins.org/

The Weather Pixie
http://weatherpixie.com/index.php?htm=1

Kung-Log
http://kung-foo.tv/

moblogメールゲートウェイ
http://moblog.uva.ne.jp/

BLOG MISOKA
http://www.bloggers.jp/

宮城県北部地震レポート
http://www.npo-aichi.or.jp/shintuna/mt/report/
archives/2003_08.html

audblog
http://www.audblog.com/

ping.bloggers.jp
http://ping.bloggers.jp/

Myblog japan
http://www.myblog.jp/

Myblog japan更新通知URL
http://ping.myblog.jp/
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